
　
　
　
窮
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
鮮
史
の
栞

　
最
後
に
氏
は
此
力
種
類
の
交
書
の
中
に
は
、
前
に
記
し

た
動
く
も
∩
』
回
（
年
）
な
る
語
に
よ
っ
て
、
謎
附
け
を
せ
す

に
　
ぢ
儲
戸
な
る
語
を
用
い
た
も
の
、
辛
し
く
は
此
等
の

爾
者
を
併
せ
用
い
π
も
の
、
あ
る
こ
ご
を
注
意
し
、
而
し

て
此
の
云
鍔
9
な
る
語
を
解
黒
し
て
、
前
の
ピ
Φ
く
一
氏

の
論
文
中
に
解
く
能
は
す
ご
し
て
残
さ
れ
た
す
G
召
の

語
に
及
ん
で
居
る
Q

『
此
の
訂
碧
孚
な
る
語
は
、
擁
車
の
近
傍
よ
り
見
出
さ

る
＼
所
謂
1
3
種
の
ト
カ
ラ
語
な
る
も
の
、
而
し
て
吾
等
が

覇
韓
語
ご
穂
す
る
解
語
で
記
せ
る
文
書
の
中
に
見
ゆ
る

一
、
吻
起
な
る
語
ご
同
一
に
用
い
ら
れ
て
居
る
や
う
で
、
從

が
つ
て
ま
π
同
一
意
味
で
無
げ
ね
ば
な
ら
強
、
思
ふ
に

ご
岩
p
は
ゼ
ン
ド
語
の
δ
綜
k
が
基
で
、
ソ
グ
ド
語
で
は

養
鴇
く
睾
α
（
王
）
、
§
絞
～
、
窪
（
力
｝
等
の
語
を
生
じ
、
ペ
ル

シ
ヤ
語
で
は
翁
げ
な
る
語
を
生
じ
て
み
る
も
の
で
、
支
配

（
一
，
二
一
〇
）
、
統
治
（
號
。
剛
σ
。
ε
な
ご
の
意
昧
あ
る
名
詞
ご
見
る
べ

き
で
あ
・
ら
う
、
文
書
に
5
卿
9
ω
巴
団
ざ
懸
け
て
見
わ
て
る

第
三
三
一
〇
八
（
四
七
九
V

る
の
は
、
【
匹
統
治
の
年
L
9
。
㌶
o
コ
冨
触
⊆
ド
旨
α
q
一
匹
一
×
…
．
）

の
意
ご
思
は
れ
る
。
而
し
て
支
那
の
薦
地
に
於
て
此
の
統

治
年
で
年
次
を
記
す
る
こ
ご
は
恐
ら
く
支
那
の
年
號
を
丘
ハ

似
た
も
の
こ
見
る
べ
き
で
あ
ら
」
う
。
鶏
滋
語
の
内
曇
蔀
は

此
の
ズ
魯
窟
よ
り
借
り
仁
も
の
で
あ
る
』

　
此
の
説
が
正
し
い
な
ら
ば
前
に
述
べ
π
H
」
Φ
三
氏
の
推

察
は
こ
＼
に
讃
剛
　
を
得
た
こ
ご
に
な
る
。

　
以
上
は
た
い
爾
論
文
の
主
要
総
の
大
意
を
紹
介
し
た
ば

か
り
で
め
る
、
若
し
議
す
べ
く
ば
多
少
の
疑
の
存
す
都
属

な
い
で
も
な
か
ら
う
が
、
そ
れ
は
爾
…
論
丈
の
儂
値
に
關
す

る
程
の
も
の
で
は
な
い
、
仁
者
こ
も
に
研
究
の
行
き
方
が

極
め
て
鮮
や
か
で
、
僅
か
な
記
録
の
断
片
か
ら
頗
ぶ
る
大

な
る
結
果
を
齎
ら
し
得
把
も
の
で
あ
る
。

朝
鮮
史
の
栞
（
第
五
回
）

　
　
　
文
學
士
今
西

龍

（
朝
鮮
三
國
時
代
の
地
理
を
研
究
せ
ん
に
は
湖
り
て



　
　
韓
諸
國
支
那
滋
藤
の
地
理
に
及
ば
ざ
れ
ば
三
國
時
代
　
式
を
示
し
て
各
地
灘
志
を
纂
成
せ
し
め
春
秋
館
に
縛
逡
を

　
　
の
地
理
亦
研
究
す
る
こ
ご
能
は
す
。
こ
れ
に
は
漢
書
　
命
せ
し
に
三
歳
慶
爾
溢
よ
り
提
出
せ
し
も
の
な
り
。
今
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ぐ
　
　
　
つ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
地
理
志
を
初
め
ざ
し
て
、
膚
書
地
理
志
に
牧
む
る
賀
　
す
る
は
其
倒
本
こ
す
Q
慶
省
文
地
志
績
撰
は
容
三
王
元
年

　
　
耽
滋
里
記
に
至
る
ま
で
の
遼
東
及
び
朝
鮮
井
井
に
關
　
已
丑
（
∬
9
＞
・
U
・
）
雨
池
に
命
じ
て
前
志
を
績
撰
せ
し
め

　
　
す
る
部
分
及
び
史
記
朝
鮮
傳
以
下
麿
書
に
至
る
ま
で
　
し
ご
き
慶
糧
道
の
提
毘
せ
し
も
の
な
り
Q

　
　
の
東
夷
傳
申
の
記
事
を
精
査
す
べ
き
も
の
な
り
○
此
　
　
前
志
は
副
本
を
績
志
は
原
本
を
韓
國
政
府
よ
り
総
督
府

　
　
事
前
回
の
記
事
中
に
脆
漏
せ
し
を
以
て
こ
＼
に
追
記
　
に
受
け
縫
ぎ
し
ょ
り
係
り
員
諸
氏
の
注
意
を
引
き
貴
重
翻

。
蛭
。
。
。
。
　
　
　
　
　
　
書
こ
し
て
保
管
さ
れ
あ
り
し
が
昨
年
ご
蒲
博
士
係
員
2

　
三
國
史
記
磯
哩
還
来
慨
暗
て
は
三
國
史
記
の
條
に
少
し
　
氏
よ
り
其
着
任
を
聞
知
し
て
之
を
精
讃
し
其
研
究
を
登
表

く
記
せ
り
○
高
麗
史
地
理
志
は
圭
こ
し
て
梁
誠
之
の
手
に
　
せ
ら
れ
し
か
ば
廣
く
世
に
知
ら
る
＼
に
至
れ
り
○
博
士
の

成
り
し
も
の
＼
如
し
。
王
氏
｛
蹴
同
麗
時
代
州
縣
の
沿
革
を
叙
　
斯
説
は
朝
鮮
彙
報
大
正
五
年
　
月
號
及
藝
丈
第
八
年
第
一

し
其
記
す
る
所
輿
地
勝
覧
の
沿
革
記
事
ご
大
差
な
し
。
三
．
號
に
あ
り
。
就
て
見
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

國
史
記
地
理
志
の
説
は
其
ま
＼
襲
用
せ
り
。
古
代
地
理
の
　
　
世
宗
大
王
地
理
志
八
号
は
前
記
世
身
離
の
時
敷
命
を
以

研
究
に
は
三
國
史
記
地
理
妙
義
も
に
必
寛
ざ
る
べ
か
て
気
道
よ
握
出
せ
し
め
し
地
理
志
魏
繋
纏
其
他
の

ら
ざ
る
も
の
な
り
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
料
に
擦
り
て
史
臣
ヂ
礁
申
稲
等
が
推
覆
し
て
纂
成
し
世

　
む
　
む
　
　
　
つ
　
　
　
　

　
慶
脚
下
地
理
志
は
世
骨
堂
六
年
甲
辰
（
二
叙
♪
U
．
）
及
　
宗
王
十
四
年
壬
子
（
其
事
済
・
P
）
に
成
も
．
し
地
理
志
あ
り

七
年
乙
巳
に
朝
鮮
地
理
志
玉
章
の
資
料
こ
し
て
八
滋
に
題
し
を
丈
宗
王
代
に
世
宗
王
實
録
を
撰
す
る
に
早
り
此
地
理

　
　
　
第
ご
巻
　
雑
纂
　
朝
鮮
史
の
栞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
號
一
〇
九
（
四
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’



　
　
　
第
二
懸
　
　
難
　
纂
　
　
蔚
鮮
奥
の
栞

志
の
藁
筆
の
記
事
の
末
に
壬
子
後
に
起
り
し
黒
蟻
新
設
贋

合
沿
革
記
事
を
績
附
し
て
之
を
實
録
地
理
志
．
こ
し
て
實
録

中
に
編
入
せ
し
も
の
な
り
○
實
録
の
一
部
東
京
帝
國
大
鷲

に
保
管
せ
ら
れ
て
よ
り
東
大
の
研
究
者
は
沈
重
の
態
度
を

以
て
孜
々
こ
し
て
其
研
究
に
從
灯
し
此
地
理
志
の
如
き
も

別
に
導
爆
相
識
へ
て
研
一
究
・
す
る
に
至
れ
り
。

　
此
書
八
憲
糸
道
を
∵
巷
こ
し
先
づ
道
沿
革
を
記
蓮
し
次

に
各
府
州
際
縣
に
就
き
て
其
官
員
、
沼
革
、
城
廓
、
宮
殿

祠
宇
、
山
川
、
四
境
、
人
口
、
軍
撒
、
姓
民
、
入
物
、
陵

墓
、
馬
蝉
、
難
異
、
黒
質
、
田
結
、
土
宜
、
陶
器
所
、
騨

院
、
峰
火
、
牧
瘍
、
寺
刹
等
を
暮
げ
π
れ
ざ
も
沿
革
土
宜

等
二
三
の
事
項
の
記
事
を
除
け
ば
他
は
輿
地
勝
覧
に
比
し

て
甚
だ
簡
略
な
り
。
但
し
β
口
前
数
陶
器
豊
田
結
等
の
各

項
は
勝
覧
に
全
く
創
翻
せ
り
○

　
當
時
慶
州
府
菰
は
三
國
史
記
三
國
主
事
の
冊
板
を
回
し

共
書
の
流
布
す
る
こ
ご
京
城
よ
り
も
多
か
り
し
を
以
て
、
慶

爾
道
地
誌
が
其
沿
革
を
叙
す
る
に
當
り
三
國
史
記
地
理
誌

第
　
一
二
　
號
　
　
一
　
一
〇
　
　
（
M
連
曲
八
一
）

を
採
∵
り
し
こ
ご
は
覇
臼
な
り
○
實
録
地
理
志
に
至
り
て
は

三
國
史
記
地
理
誌
の
未
詳
こ
せ
る
を
更
に
研
究
を
進
め
て

考
証
せ
る
も
の
あ
h
・
。
小
生
は
慶
街
道
地
図
を
検
せ
し
時

疑
を
生
じ
且
つ
研
究
上
の
巣
窟
を
戚
せ
し
は
其
各
郡
縣
戸

口
数
な
り
し
が
更
に
領
頚
地
理
志
に
誌
す
相
當
郡
縣
の
戸

口
数
を
見
し
に
蚕
糞
滋
地
銀
ご
其
編
纂
年
代
が
数
年
を
距

る
に
も
養
せ
す
例
等
の
堀
減
な
き
に
「
層
疑
を
深
く
せ
し

に
實
録
地
理
志
に
本
朝
人
ロ
参
法
不
明
裂
干
籍
者
僅
十
之

…
二
二
家
侮
欲
正
之
一
失
民
心
因
循
至
今
故
各
溢
各
官
人

口
之
数
止
海
苔
試
　
ご
注
記
せ
る
を
見
て
寳
情
を
知
る
を
得

た
り
。
八
溢
地
理
誌
は
輿
地
勝
覧
よ
り
夏
に
．
研
究
の
止
夕
を

進
め
ん
こ
す
る
も
の
の
見
る
を
要
す
る
も
の
な
り
。

　
　
　
新
盤
東
國
輿
地
勝
覧

五
十
五
霧
、
李
靭
官
撰
の
地
理
誌
な
り
○
此
書
第
一
稿
本

五
＋
憲
成
宗
王
＋
二
年
に
成
り
し
を
更
に
改
撰
し
新
撰
輿

地
勝
覧
五
＋
五
憲
こ
し
て
王
＋
八
年
土
壁
に
成
り
し
を
列

行
頒
痛
せ
し
が
豊
山
君
の
代
に
又
讐
綾
訂
正
し
て
五
十
五



翁
こ
し
早
行
せ
し
も
王
の
末
年
に
は
其
年
号
を
禁
じ
把
る

事
あ
り
。
現
今
世
に
存
す
る
も
の
は
弾
雨
王
代
に
至
b
燕

山
時
代
に
訂
正
添
削
せ
し
書
に
新
記
事
を
添
録
せ
し
も
の

に
し
て
新
増
束
國
輿
地
勝
魔
ご
狂
し
五
十
五
憲
あ
り
Q
其

成
る
や
直
に
列
世
せ
ら
れ
て
悉
く
世
に
流
布
せ
し
が
後
壬

辰
の
役
に
箭
板
散
失
し
搬
子
ま
弛
稀
少
こ
な
b
し
か
ば
光

海
君
の
時
二
三
の
改
訂
を
行
ひ
弦
ハ
三
年
辛
亥
再
び
列
即
せ

り
。
現
今
世
上
に
存
在
す
る
も
の
多
く
は
此
の
再
板
本
な

h
／
0

　
本
書
は
政
府
の
カ
を
以
て
諸
種
の
材
料
を
蒐
集
し
史
臣

及
一
流
の
學
者
の
撰
ぜ
し
も
の
な
り
。
彼
の
賓
録
地
理
志

の
如
き
は
其
資
料
の
一
な
り
し
な
る
べ
し
。
本
書
綿
纂
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

次
第
に
つ
き
て
は
東
洋
時
報
第
二
百
六
號
（
大
正
四
年
†

二
月
號
）
所
載
の
拙
稿
、
朝
鮮
書
籍
解
題
」
二
十
一
束
國
輿

地
勝
覧
に
詳
録
せ
り
就
て
見
ら
れ
π
し
）
右
解
題
に
「
本

書
は
大
明
一
統
志
に
微
ひ
云
云
し
ご
書
せ
る
は
當
時
小
生

の
研
究
淺
薄
な
り
し
ょ
り
出
で
し
誤
謬
な
る
を
以
て
叢
に

　
　
　
第
二
巻
　
難
纂
　
朝
鮮
皮
の
栞

訂
正
せ
ん
こ
す
。
本
書
は
半
裁
を
大
切
一
統
志
に
法
り
し

ご
雛
徒
ら
に
一
統
志
の
躰
裁
凡
例
を
移
し
ご
り
し
も
の
に

あ
ら
す
し
て
方
輿
勝
費
〆
宋
の
直
前
撰
）
ご
大
靭
一
統
志
こ

の
凡
例
を
取
捨
し
更
に
、
添
凝
せ
る
も
の
な
り
。

　
本
書
の
題
詠
の
一
目
を
設
け
ね
る
外
に
名
勝
古
蹟
に
閥

す
る
詩
賦
序
記
か
蝉
騒
物
件
の
下
に
櫨
渕
せ
る
は
艇
を
方

輿
勝
覧
に
ご
り
て
勝
魔
ご
名
づ
け
た
る
所
以
に
し
て
輩
に

地
誌
を
以
て
見
る
べ
き
に
あ
ら
す
。
大
助
一
統
志
に
は
仙

緯
の
一
條
め
る
を
本
書
は
全
く
削
除
せ
り
。
砺
し
て
最
も

注
意
す
べ
き
は
彼
の
慶
爾
滋
地
理
志
に
湿
せ
る
地
誌
書
き

上
げ
の
規
式
を
見
る
に
つ
本
邑
姓
氏
某
某
合
薦
某
縣
姓
氏

某
某
是
如
分
棟
施
行
事
」
ご
あ
り
て
地
方
の
姓
氏
を
記
録

せ
し
め
實
宮
地
黒
鼠
に
も
姓
氏
の
一
條
目
あ
り
輿
施
勝

覧
に
も
此
の
一
條
目
あ
る
こ
ご
な
り
。
姓
氏
を
録
す
る
こ

ご
は
方
輿
勝
魔
に
も
大
明
一
統
志
に
も
共
他
支
那
地
誌
類

に
見
ぬ
ざ
る
事
に
し
て
朝
鮮
地
誌
の
特
色
な
り
こ
い
ふ
。
（

此
姓
氏
の
條
目
の
支
那
撰
述
の
地
誌
に
無
き
こ
ご
を
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　

一
副
一
　
へ
四
入
漁
）



　
　
第
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
粥
鮮
史
の
栞

す
べ
し
ご
は
言
葉
岩
吉
氏
よ
り
輿
へ
ら
れ
た
る
敷
示
な
り

小
生
の
考
点
し
た
る
も
の
に
あ
ら
す
）

　
本
書
は
二
論
及
八
覚
の
州
府
密
命
の
各
に
就
て
、
建
直

書
髭
、
郡
名
、
姓
氏
、
風
俗
、
形
勝
、
山
川
、
城
郭
、
燦

燧
、
宮
室
、
學
稜
、
書
院
、
橋
梁
、
話
方
、
公
癖
、
佛
宇
、

古
廟
、
陵
寝
、
古
蹟
、
名
官
、
人
物
、
孝
子
、
烈
女
、
題
詠

等
に
目
を
分
ち
て
記
述
し
且
つ
詩
賦
序
記
を
牧
照
せ
り
。

其
編
纂
愈
愈
李
朝
の
地
方
行
政
颪
劃
に
は
富
鉱
な
か
り
し

に
あ
ら
す
ご
錐
大
体
に
於
て
は
其
後
四
百
年
聞
大
錨
革
な

か
り
し
を
以
て
其
記
事
中
の
詣
る
も
の
は
近
代
も
し
く
ば

現
代
に
至
る
ま
で
再
話
な
き
も
の
こ
し
て
直
に
採
り
て
墾

考
に
資
す
る
事
を
う
べ
し
ご
雄
本
書
が
約
四
百
弦
、
前
撰
述

の
書
な
る
こ
ご
は
早
書
を
壁
貫
す
る
薫
寄
り
念
頭
を
去
ら

し
む
べ
か
ら
す
。

　
本
書
は
幾
多
の
資
料
よ
り
編
纂
せ
し
も
の
な
る
を
以
て

記
事
に
誤
謬
ま
把
は
盆
路
あ
る
こ
ご
少
な
か
ら
ず
。
小
生

が
精
細
な
る
調
査
を
な
せ
し
は
未
だ
一
小
部
分
に
す
ぎ
ざ
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る
も
此
中
よ
り
既
に
五
條
を
登
見
せ
り
。
然
ざ
も
是
れ
實

に
｝
微
細
7
3
か
る
小
論
に
す
ぎ
す
本
書
の
指
値
は
こ
れ
に
よ

り
て
減
湊
る
も
の
に
め
ら
す
本
書
は
朝
鮮
の
暴
馬
地
理
研

究
に
典
擦
こ
す
べ
き
重
要
書
籍
に
し
て
李
朝
交
藝
史
を
飾

る
に
足
る
も
の
な
り
。
尤
も
其
地
方
沿
革
記
事
の
聴
き
は

三
國
史
記
地
理
志
に
記
事
あ
る
も
の
は
之
を
採
れ
り
。
本

書
沿
革
の
條
ざ
高
麗
史
地
理
志
ご
は
執
筆
者
を
全
う
・
5
．
る

が
如
き
を
以
て
彼
此
相
急
用
す
べ
き
に
あ
ら
す
。
沿
革
の

記
事
に
は
撰
者
の
濁
断
若
く
ば
前
人
の
猫
虚
説
も
少
な
か

ら
ざ
る
べ
し
。
本
書
の
中
宗
王
代
の
列
本
は
極
め
て
稀
少

に
し
て
小
生
の
知
る
所
の
も
の
は
内
閣
丈
庫
の
交
隷
慶
長

役
分
捕
本
あ
る
の
み
に
て
Q
其
他
に
て
汚
し
刊
本
は
光
海

君
三
年
の
刊
本
な
り
。
こ
れ
こ
て
も
多
く
遺
存
せ
す
。
近
年

の
活
字
本
に
京
城
列
本
ε
朝
鮮
古
書
刊
行
臨
本
ご
あ
り
。

京
城
刊
本
は
昏
乱
甚
し
き
秘
本
を
底
本
こ
せ
る
を
以
て
塞

閾
多
く
し
て
全
く
用
を
な
さ
す
、
古
書
刊
行
會
本
は
光
海

兜
本
よ
b
出
で
し
爲
本
を
底
本
こ
せ
る
も
の
な
り
。
此
列

タ



本
出
で
て
よ
り
何
入
た
う
こ
も
容
易
に
離
心
を
購
求
す
る

を
う
る
に
至
れ
h
／
O

ヨ芸

評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝿
墨
博
士
長
岡
雫
太
郎
監
修

伊
能
忠
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
士
大
谷
亮
吉
編
著

　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
博
士
小
川
琢
治

　
元
和
優
武
の
後
百
年
に
亙
れ
る
卒
和
に
よ
り
儒
學
の
普

及
に
件
ひ
蘭
學
も
亦
セ
漸
く
楡
入
の
途
が
開
け
て
、
科
射

的
研
究
の
三
瀬
が
一
部
の
謀
議
人
士
の
間
に
醗
醸
す
る
こ

ご
に
な
つ
元
。
而
し
て
此
の
精
憩
の
勃
興
を
促
し
π
の
は
、

欝
書
画
文
學
地
理
學
等
の
方
面
に
於
て
、
在
來
の
讐
方
量

法
が
人
畜
の
解
剖
天
象
の
観
測
を
無
親
し
π
叢
説
的
の
も

の
で
、
長
崎
の
門
戸
か
ら
鍮
入
さ
れ
π
西
洋
科
學
に
比
し

て
殆
ん
ご
兜
戯
に
類
し
て
居
π
其
の
懸
隔
を
畳
知
し
た
爲

’
め
で
あ
っ
沈
。
就
中
強
い
刺
戟
を
與
へ
元
の
は
ハ
ン
ペ
ン

　
　
　
第
二
巻
　
　
批
　
詐
　
　
「
俳
　
能
　
忠
　
敬
」

ゴ
瓢
ウ
即
ち
ベ
ニ
ヨ
フ
ス
キ
ー
の
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
脱
走
の

途
次
我
が
海
岸
に
立
害
っ
て
傳
へ
π
露
人
図
南
の
警
報
が

事
實
こ
な
つ
紀
こ
ご
で
、
是
が
歪
め
に
朝
野
有
識
者
は
北

邊
警
備
の
必
要
を
戚
す
る
ご
共
に
當
時
比
較
的
未
知
の
蝦

夷
地
理
を
一
一
ぜ
ん
ご
す
る
に
至
っ
た
の
で
め
る
。
距
の

機
運
が
生
ん
だ
日
本
地
埋
探
搬
史
上
の
幾
多
の
英
雄
の
中

で
最
も
偉
大
な
一
入
物
は
伊
能
東
河
先
生
其
人
で
、
今
回

學
士
院
か
ら
長
岡
博
士
の
監
修
の
下
に
大
谷
理
學
士
の
編

纂
さ
れ
た
附
記
に
よ
っ
て
其
性
格
閲
歴
事
業
が
初
め
て
十

分
な
る
光
輝
を
螢
激
す
る
こ
ご
に
な
つ
だ
。

　
伊
能
東
前
先
生
の
事
蹟
は
近
年
種
々
の
書
物
に
見
ぬ
、

叉
た
昼
行
の
傳
記
も
あ
っ
て
、
今
よ
り
百
年
前
に
我
が
帝

國
四
大
島
の
測
地
事
業
を
完
成
し
帝
國
地
圖
の
暴
礎
を
置

い
た
偉
人
こ
し
て
、
贈
名
は
小
學
児
童
に
も
濫
掘
し
て
居

る
が
、
莫
の
事
業
功
績
を
根
本
資
料
に
就
い
て
研
究
し
た

も
の
で
な
く
，
叉
把
著
作
者
が
其
の
科
學
的
儂
値
を
正
確

公
李
に
判
断
す
る
に
足
る
だ
け
の
専
門
的
素
養
を
歓
い
把
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